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本資料の目的 

1. 本資料は、第 181回実務対応専門委員会（2026年 9月 14日開催）において聞かれた意見

をまとめたものである。 

 

共同届出を行う場合の会計処理 

2. 事務局提案に賛同する。 

3. 共同届出体内の各事業者において会計処理を行うトリガーが、共同届出体の単位で排出

実績量が無償割当の排出枠の量を上回ると見込まれるか下回ると見込まれるかであると

の考え方が明示されていると、実務的には対応しやすい。 

4. 事務局提案のとおり共同届出体の単位で利益又は費用を算定した後に密接関係者が会計

処理を行うことした場合、密接関係者が会計処理を行うべき時点で必要な情報を適時に

入手できるのか、実務的には懸念がある。 

5. 共同届出体内の事業者間で精算がなされることを前提として会計処理を検討している旨

を記載した方が良いと考える。 

6. 密接関係者への利益又は費用の配分に関して、各社の精算については契約に応じて合理

的な内容で配分すると定めることも考えられるのではないか。 

 

東京都の排出量取引制度に係る取扱いについての検討 

7. 東京都の排出量取引制度に係る取扱いについて、実務において適切に対応がなされるこ

とを想定するのであれば、本実務対応報告を「準用する」のではなく「参考にする」等に

弱めた表現とすることも考えられるのではないか。 

 

以 上 


